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公益社団法人宮崎県畜産協会 経営支援部  

１ 平成３０年実績の概要  

   事業参加者１０１件のうち、酪農を主体とする６０件の集計結果について御報告します。 

（１）経産牛１頭当たりの所得  

経産牛１頭当たりの所得は９４千円で、前年から２千円増加しました。 

 

 

 

 

（２）経産牛１頭当たりの出荷乳量  

経産牛１頭当たりの出荷乳量は８，２４９ｋｇで、前年から１７３ｋｇ増加しました。 

 

 

 

２ 経産牛１頭当たりの所得階層別成績  

経産牛１頭当たりの所得階層別割合は、所得２０万円以上が２１％（前年２４％）、１０～

２０万円未満が２９％（前年２６％）、１０万円未満が４１％（前年５０％）でした。 

（１）所得階層別の成績（出荷乳量と乳飼比、体細胞数と分娩間隔） 

図１ 所得階層別：出荷乳量と乳飼比      図２ 所得階層別：体細胞数と分娩間隔 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 分娩間隔別の成績  

分娩間隔が短い経営は、牛群の平均搾乳日数が短く（低泌乳期の牛の割合が少ない）、出荷

乳量が高くなっています。（平均搾乳日数の理想は１６０日） 

 

 

 

 

経産牛1頭当たりの収入 １，２０６千円（前年比１０４％、４４千円の増加） 

－費用 １，１１３千円（前年比１０４％、４２千円の増加） 

＝所得    ９４千円（前年比１０２％、 ２千円の増加） 
 

経産牛1頭当たりの出荷乳量８，２４９ｋｇ（前年比１０２％、１７３ｋｇの増加） 

生乳販売収入  ９６３千円（前年比１０３％、 ３２千円の増加） 
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【分娩間隔短縮のための条件】 

・分娩後の初回授精日数の短縮（目標８０日）、 

・発情発見効率の向上（初回又は次回発情を見逃さない：目標８０％以上） 

【数値からみる高所得経営の特徴】 

・繁殖成績が優れ、体細胞数や乳成分が目標値を達成。 

・出荷乳量当たりの生産コストが低く、飼料効率が良い。（乳飼比が低い）   

・１頭当たりの出荷乳量が多く、高乳価（ペナルティー無し）で販売。 

 

酪農経営の状況について 
（酪農経営支援事業：平成３０年まとめ） 

 



表 1 分娩間隔別の繁殖項目等平均値（平成３０年） 

No. 区分 単位 平均 
分娩間隔区分 

15か月未満 15~16か月 16か月以上 

1 集計件数 件 60 18 13 29 

2 経産牛頭数 頭 37.0 37.6 48.3 31.5 

3 出荷乳量 kg 8,249 8,806 8,326 7,868 

4 搾乳日数 日 236 211 224 257 

5 授精回数 回 2.5 2.1 2.3 2.9 

6 初回授精日数 日 113 98 107 124 

7 空胎日数 日 205 145 185 252 

8 発情発見効率 ％ 46.9 65.5 49.6 40.7 

9 産次 産 2.6 2.6 2.5 2.6 

 

４ 最後に  
・経営管理の基本は、我が家の反省点・改善点を把握することから始まります。 

・他経営や目標値と比較することは、経営目標の策定及び実行するために重要です。 

・我が家の経営数値の把握・比較・点検で、問題点の早期発見・改善を図りましょう。 

表 2 経産牛１頭当たりの経営収支及び生産技術の状況（家族労働費を除く） 

区分 単位 No. 

年次別 所得階層別 

29年 30年 
増減
率(%) 

10万円 
未満 

10～ 
20万
円 

20万円 
以上 

集計件数 件 1 66 60 - 27 19 14 

経産牛常時飼養頭数 頭 2 37.1 37.0 100 42.0 32.2 33.7 

収
入 

生乳販売収入 千円 3 931 963 103 949 950 1,008 

子牛育成牛等販売収入 千円 4 119 112 94 63 130 180 

その他（営業外含む） 千円 5 113 132 117 118 142 144 

収入計 千円 6 1,163 1,206 104 1,129 1,223 1,333 

費
用 

年間購入飼料費 千円 7 422 450 107 465 441 435 

乳飼比（7÷3） ％ 8 45.3 46.8 103 49.0 46.4 43.1 

減価償却費 千円 9 158 170 108 188 161 148 

診療・医薬品費 千円 10 52 51 98 57 49 44 

その他 千円 11 254 257 101 262 233 280 

生産費用合計 千円 12 886 928 105 972 883 907 

売上原価(育成経費等差引) 千円 13 801 849 106 892 807 821 

販売経費・営業外費用 千円 14 270 264 98 275 264 244 

費用計 千円 15 1,071 1,113 104 1,167 1,071 1,065 

収
益 

所得額（6-12-13） 千円 16 92 94 102 -38 152 268 

所得率（15÷6） ％ 17 7.9 7.8 98 -3.3 12.4 20.1 

生
産
技
術 

出荷乳量 kg 18 8,076 8,249 102 8,109 8,192 8,596 

平均乳価 円 19 115.3 116.7 101 117.0 115.9 117.3 

分娩間隔 日 20 479 490 102 496 481 491 

平均乳脂率 ％ 21 3.92 3.89 99 3.89 3.89 3.87 

体細胞数 万/ml 22 23.5 22.5 96 22.5 24.5 19.7 
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詳 し い こ と を お 知 り に な り た い 方 は 、 宮 崎 県 畜 産 協 会

（TEL0985-41-9303）、又は、最寄りの農業協同組合までご連絡下さい。 

リースの仕組み・特徴は 

借りる機械施設のリース料

は 

リース期間が終ったら 

リース期間中の事故はどうなるの 



 

 

 

 
リースできる主な機械と期間 

支払例（ブロードキャスター、リース期間６年、取得価額 100万円（消費税抜）） 
















